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☎ 766 － 8701　
福祉課

❖ Foreigner Consultations Desk（外国人生活支援相談）  
▶ Every business day 9:00 ～ 12:00 Support Consultation for your daily life.（Please 
contact us before coming to the office.）

☎ 766 － 8783・FAX766 － 8893　Coproduction Division   

《高齢者福祉相談》
▶常時 8:45 ～ 17:30　ゆうあ
いセンター
◇介護・高齢者福祉に関する相
談（随時訪問相談可）

☎ 766 － 1200
地域包括支援センター

《消費生活相談》
▶月曜日 日生住民センター　
▶水曜日 役場相談室
▶金曜日 役場相談室
い ず れ も 10:00 ～ 12:00、
13:00 ～ 16:00
◇多重債務や悪質商法などのト
ラブル防止

☎ 766 － 1110
消費生活相談コーナー

☎ 766 － 8783
参画協働課

《法律相談》
▶ 18 日（月）13:30 ～ 16:30
日生住民センター（電話受付の
み、開始日は 4 日（月）8:45 ～、
先着 6 人）
◇相続・離婚など民事トラブル
について弁護士による相談

《行政相談》
▶ 18 日（月）13:30 ～ 16:00
日生住民センター（行政相談委
員杉村宅☎ 768 － 1020 高岡
宅☎ 766 － 4129 で随時相談
可）◇行政に対する苦情や要望

《心配ごと相談》
▶ 12 日（火）日生住民センター
▶ 19 日（火）木津総合会館
▶ 26 日（火）ゆうあいセンター
いずれも 10:00 ～ 12:00 
◇民生委員による相談

《障がい者相談》
▶ 28 日（木）13:30 ～ 15:30
障害者福祉センター
◇当事者団体の相談員による身
体・知的・精神障がい者の相談

《母子相談（完全予約制）》
▶ 28 日（木）13:30 ～ 16:00
日生住民センター
▶ 電 話 相 談 月 ～ 金 9:00 ～
17:00 阪神北県民局☎ 0797
－ 83 － 3143
◇県母子自立支援員による相談

《児童相談》
▶電話・来庁 月～金 9:00 ～
17:00 役場相談室
◇家庭児童相談員による 18 歳
未満の子どもに関する相談

《DV 相談》
▶電話・来庁 月～金 9:00 ～
17:00 役場相談室
◇家庭児童相談員による配偶者
などからの暴力に関する相談

☎ 766 － 1200
　  障害者相談支援センター

《障がい者・児相談》
▶常時 8:45 ～ 17:30　ゆう
あいセンター　
◇障がい者 ( 児 ) の生活と就
労に関する相談・支援

☎ 766 － 8709　
産業観光課

《農業者年金相談》
▶ 4 日（ 月 ）10:00 ～ 12:00
役場相談室
◇農業者年金の加入・受給に関
すること

《農地流動化相談》
▶ 11 日（ 月 ）、18 日（ 月 ）
10:00 ～ 12:00 役場相談室
◇農業規模拡大や農地の貸し借
りなど 

《人権相談》
▶ 13 日（水）13：00～16：00 
町役場２階会議室
◇日常生活でのい
やがらせ、いじめ、
虐 待、DV、 不 当
な差別など（法務
省人権擁護委員に
よる相談）

☎ 768 － 0217　
木津総合会館

☎ 765 － 2065
教育研究所

《教育相談》
▶来所相談（要予約）火・水・木・
金 9:00 ～ 17:00
▶ 電 話 相 談 月 ～ 金 9:00 ～
17:00
◇学校・日常生活や学業・進路・
心身の悩みなど

　この時期、天頂付近に天の川をはさんで明る
い２つの星と天の川の中に１つ、ちょうど二等
辺三角形に並んだ星の形が見つけられます。
　こと座のベガ、わし座のアルタイル、はくちょ
う座のデネブ、この３つが『夏の大三角形』と
呼ばれています。ベガは「おりひめ星（織

しょくじょ

女）」、
アルタイルは「ひこ星（牽

けんぎゅう

牛）」、はくちょう座
が２人の橋渡しをする鳥「かささぎ」です。こ
れらは、七夕伝説の星たちです。
　七夕はもともと中国のお話で、神々の着物を
作っていた織女と天の牛を飼っていた牽牛が恋
に落ち、働き者の２人が仕事をしなくなったた
めに天の川の両岸に引き離され、１年に１度だ
け出会うことを許される物語として有名です。
　なぜ、７月７日が七夕になったかについては、
諸説ありますが、７日月は上弦の月にあたり、

　星図　Stella Theater Pro(http://www.　
　toxsoft.com)

天の川を渡る舟と見立てたことや、７が重なる
日の夜だからという説があります。
　旧暦で言えば、今年は８月２日が七夕にあた
ります。猪名川天文台では、８月２日に『第
13 回いながわ星まつり』を開催します。七夕
の夜、天文台で「夏の大三角形」に思いをはせ
てみませんか。
そうだ！週末は猪名川天文台へ行こう！
▶問合せ　同天文台（☎ 769 － 0770）

「夏の大三角形」

　現在、本町のごみの排出量は、住民１人あた
り、日量にして約 800 ｇとなっています。
　このごみを減量するためには、住民の皆さん
の協力がなければ、なかなか減っていきません。
　今回は、少しでも減量化できる方法を紹介し
ますので、できるものから実践してみましょう。

①生ごみの出し方
　ごみとして出す前に、
水切りネットや新聞紙な
どを使い、水切りをよく
行ってください。軽く絞
るだけでも十数ｇの減量
ができ、ごみが軽くなる
ので、ごみ出しの負担も
減ります。

②詰め替えが可能な商品の利用
　シャンプーや洗濯用洗剤などは、詰め替え用
を購入し、入れ物をできるだけ再利用してくだ

さい。これもごみの減
量化につながります。

③牛乳の紙パック
　容器の再資源化
　牛乳の紙パック容器
は、 ト イ レ ッ ト ペ ー
パーなどに再利用する
ことができますが、燃えるごみとして、出され
ていることがあります。牛乳の紙パック容器は、
資源ごみの日に出しましょう。
　　

牛乳パック新聞

段ボール 雑誌

エコライフ
みんなで

～ごみに関するエトセトラ～

みんなでごみの
　減量化にご協力を

生ごみの水切り例

▶問合せ　
   クリーンセンター（☎ 768 － 0818）

いつもご協力
　　ありがとうございます！


